

遒要なお知らせ 


このユープーズガイドに含まれる isa は. 8前にお知らせすることなしに変更される a 合が® 
〇ます。 

本ならびにソフトウ I アおよびマニ: I アルを s 用した結*の ks については、いっさい H 
任を負いかねますのでご了承<ださい c 

本® a およひソフトウ I アの仕搽は予告なしに se することが®* ds す 6 


版權についてのお知らせ、 


本ユーザースガイドのすべての内容は8作省によって保旗されています，本の内容の一部ま 
たは全部を.無新ですることは s じられています 4 
Copyright © 1993. 1994.1995 株式会社ソーテック 
裨系 ) I h«Wi 兵市中区太田町 4*55 

橫班通ビル 


本ユーザーズガイドにおいて税明されている各ソフトウェアは，ライセンス®るいは□イヤリ 
テイ契約の&とに供袷されています。ソフトウェアおよびそのマニュアルは、そのソフトウェ 
尸ライセンス契約に&とづ5同霣 B 記®の S 埋*任 S の爸押の&とでのみ®用することができ 
ます。それ以外の W 合は当孩ソフトウェア供給会社の承 K なしに 《 B で使用することはできま 
せん。 


Microsoft MS-DOS - Vei 
以下 MS-DOS と*略し S ： す: 










本製品を正しくお使いいただくために 



>洗い*， BS 場では 
使用しないでくださ 
い*火災*®の S 因 
とな0ます。 


•付*の AC アダプタ 
以外は使用しないで 


分解した 
S をしないで 
い。火災や疼 
3となります。 
眹光 B にこ•相 
SIV 


•AC アダプタから月 
かこげるような©い 
がした D、 表面かか 



• り：ぐ : )ン“い v •.シ'沿ふ：•ぐ 1 T * VS ? 


咖が100 "240V の 
範囲内であることを 
»認して使用して< 
ださい， 100-240V 
を s える a 茨を®用 
T ると火災«»の .5 
因とな0ま!^ 


因となります。販売 
店にご相 S •ください。 


K1B の/てッテリ以外は使用しないでく 
ださい。 また. 付 W のパッテリを在製 
ffiiy 外に使用しでくだ su 火災* 
慼笔の®因になります & 


// (Cft 中のときは•侈勦 
' させないで< ださい。 


MS works. および各 Bn- 
くだごい。（―108ページ） 
75おと CK ださい。 
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本製品を正しくお使いいただくために 
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ユーザーズガイドの誘みかた . 

困ったときはサボートへ •• • ••••••• 一 


ij 章スタートアップガイド 


1 WinBook Quattro の拥能を知る . 

2梱包の内容を確認する . 

ハードウエアと付属®- 

インストーノレされてい i 


各部の名前と梅能を確認する 

カバーの細：め . 

前面 • ±®………- . 


ステ-タス LED について . 

4 AC アダプタの接統とバッテリの充電 ••••••••• 

B 初に使5と C は……… . 

AC アダプタの® W と艽雩 . 

パッテリ残醒6沙なくなつたときは . 

バッテリパック® . . 















取0外すには- 

取〇时けるには- 

フ□ツビ_ディスクを外付け 


で*3には 

プの ff いか 


フ□ツビーミ 

フロツビーディスクを#うと!5の— 

データを •?？ 込み供止にする- 

ドライブへめ出し入れ __ __ 

1.2 MB ディスクを®えるようにするには 







第这 j 章キーボード操作に馴れよ5 



第3ノ章マルチメディアを楽しもう 



2サウンド輅能を使う…••… 



内 K スピーカについて . . .一一 . . 

内 K マイクについて - - - - - 一 

マイクや外部オーディオ»港を接 RT る . 

オーティオアプリケーシヨンを使う ... 




3 CD - ROM を使う 

CD - ROM を®うときの注* . 











第4)¢システムを拡張する 


PC 力ードを使う •••一 
PCMCIA 規吼こついて 


トドサイ: 
トド飾 


Card Wizard について- 

2内 B FAX モデムを使う- 

内 K FAX そデムについて一 . 

内覦 FAX モデムけるに® - 

内 « FAX モ臂ム««0外すには- 

3 メモリを壜»する- 

E « RAM モジュールの#層 一 . 一 

4八ードディスクドライプ*交！•する _ 

八ードディスクを取0外すには - 

ハードディスクを BOfl けるに 《.. 

5外#キーポードやマウスを播«する一 

a 用邐 - - 






第 5 js システムの設定を変える 



システム：]ンフィクレーシ3ンについて 
メニューと#作方法について . 


各 W の設定を行なう . 

2パワーマネージメントの設定 


• 80 

••80 

..81 

••83 

.88 



メニューと操作方法について . 一..88 

U 在 ^ ン ^^^ J •• ふ ) ••«0»^00900»00»00 9 00900909 •t§»999999f99*99*9f •». ••••«•••••••«••*•• «•••»• • 


3圃面の解*度を変える . 95 

出荷状 B の跪 .—. . ..... 95 

ディスプレイドライパを変える .. 95 

ディ スプレィと屋について •••••• . 一 . . . . . 一 ••••••••.98 

4 CONFIG.SYS の投定を変える . 99 


ドライバを有効/«効にする . 99 


第〇ノ章トラブルが起きたら •• • 

1トフブルの原因と対 { Q 方法 . 102 










パックアップディスク作 S の章* 
パックアップディスク成の手《5 



MS Works の再ィンスト—ル. ... ， 

WHJHE ドライパの两インストールー 
































上ーフース刀イトトフフルひ累决し9いと2や.わか5なし 
t 5 は、？ ra のテクニカルブボートセンタに E 司い合わせくた•さし、 


) ことが出てきた 


BS をかける K こは、次のことを SS し • 主 »fi を手元に用意しておいてください。 
•本 SS を晒入された板？ tg •代^ 

•本 SS® シリ 7M/S 弓（コンビュータ^ D ラベルに印胡してあ〇ます） 

-トラプルかきたときの状穿 • * た 0. のできるだけ»しい内荇 




スタートアップガイド 


と,轉に電 JR® 入れて WlnOows52 
5上げる*で®肩**つ tR 明してい S す,本»涵 
謦て使! > n ると C には必ず* iR* 
く/ J? し、 


WinBook Oiiattro の嫌燦を知る 


2 itgc ^ s を wr ? る. 

3 S » の名！!！と微呒を IBS 3 

4 AC アダプタの接《とバッ: 

5 HSOON / OFF とリセット 


6 

7 

8 


. . .. 16 

_18 

/チIIの充霜 . 24 

J セット .28 

バックアップディスクの作成…… . ……30 

日付と污 S を合わ Q る- ••••••• 31 

レジューム费變とスピーカ SII を設定する，.. 32 

Wirxtows をさせる . ——34 

グライドボイントの®いかた--35 

K ライプユニッ M5L 攻する. . 37 

フ□ッビーティスクドライブの S いかた ..•••••• 40 















梱包の内容を確認する 


ソーテック WinBooc Quattro ! こコンビ：!ータ本〇の fS に次のような付.とソフ 
トウエアび含 3 T •て.ほ？ンしケージをら•不？芊汁;か 〆 うわ他で I . T < 7 r 





•f DO ケープル1本 




















COROM ドライブ ：! ニウト.*；: U •フ〇ブビ峰ディスク 3 二 


△注* 


アクセス9ンプ ww し rt \ ると ec ディスク 




©リセット 

コンビ:2 

△注意 


スイッチ 

_夕«甬 eircvfT. 

R Hoo / reo ァク t ? ス，ンフして t 
cctv . データが wrr る is そ！ 
ON に T る•，は15»0±«： 


»内 BFAX モデムス□ッ 
内® FAX モデム!••輯に 









OMIC IN 《マイク入力) 珊子 

マイクのグープル费 M すゐン 
K 58^-1；) 

❸ SPEAKER (外德スビーか ■ 


外#スビーのケ•プル％»«し济す•曾由{ス，レオで th 乃， n 承す •(•♦ 58ぺ 


A / iJR へンやイ1••ン a ••しないで < CC いな■が_ 


❻内«マイク 


ベージ） 

os^rati 


一- H 






テリパック取り出しボタン 





4 ノ 


AC アダプタの接続とバッテリの充電 

太 SS のは•付属の AC アダプタ 2 S つて AC コンセントからとる方法と、バッテリ 
ノてックを®う方5のま？， 


jg 初に使うときは《 


バッテリが充電？ n てし礴し狀 s で出吞され•バッテリパックに13绝«€がはごまれて 
いますぶ初に、お®し M こなると5は、2シ<ージ r バッテリパックの交 SJ を 6 S みの上. 
絶嫌 SS 取り外してから？;霉を行なってください， 


jAC アダプタの接接と充電 

AC アダプタ!^ AC コン G ントから找を 


?とるときだけでなく •パッテリバックを 55 B す 
ると5(こ&使います:また、？9?^も方為 EStriaC ることがで¢5すので、お興い上 
げ*«»：に使うときは、ます AC アダプタを？的して、？£零しながらお ff いくださし、 


△注意 



2^1朗てきる ACMttfl ボルト？ 

1 ODV か 5243 V ?： で716して 


ので、烏外などでも Sff いに< 
(海外で tt うと€は、プ，ご 
でご泫羃くた*?し V> 


fWW るこ 


充 TOfll について 

金く らフル?れる索でに la •取 

プ0^2:2ぶ T 6 へ3卩買. JMtWfW ) とき^ K 2 W 躜•サか 

C «. 
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j バツテリ残■が少なくなつ 

パッテリ■か少なくなつてくると 


たとぎは •• 


16IMJSI 


B 示 LED びオレンジ ft に 
こビープ跚が•る 
/ クスビ ー KI 3 BIP 9 C * 


こ»化 
C * くな す •> 










，テリパックを交換してくださ 


ドさせながらパッテリパックを引5 
































j コンピュータをリセットする 


コンビ: a - 夕を®つてい5と、突し5 く e つた Ofc 作か不安定•:こなることが 
»〇*す•このよう Btue を r 八ンクアップ j と多くの■合、ソフトウ Iア*に原因 
が® D ます。 

ハングアップした場合 •《* によっては《る助作を行なえば元に庚ることか®0ます* 
(Moter 八ングアップしたと 5BJ»S) しひし•どうしても元!：: R5S いときは*リでット 
をかけてコンピュータを再プ n ばなん•このと 8. RAM に一 B5 的に S 
灞されているアプリ7—シヨンで作 0W7 ているテータも含めて、すべての它ーブされ 
ていないデータは消えてしまいます • 

このような事钃になつたときに僅足て•日 t * か5こめにデータ®セープしておくよう 
に心がけてくだ1ぃ， 


△注意 


リセプト cmoxv ^ a る方麓 c /： つてち wo でい場 g 
卜費か〇篇いでく cct 、一» o アプリケーシ靡ンで Iff 
n ばヂ_夕が j « した tKOt ■ファイル«：>た蒙歡にな 


reutuifitme . ci^icytry 


U セットの方法 

• 丑と 抑 •WndMBCMfi は •NotoM 

•田の位■に»る•リ tz ットスイッチ®ポールペンの光«どで JPJ , 










バックアップディスクの作成 


Sts を ON にすると • 


1合^その後 •; 


1こその is * び® a に表示されます。 


次のメツセージが表示さ n ます， 


■ヶ’ 


ていない 


、 fk»ons 

•<Encer> 




U 5 、MS DOSPWirx 5 ows,MS Worts * S よび各穉のユーティリ 
内 SA _ ドディスクにインストールされています。 

15のフ D グラムを玛インストールする 


にノ t ックアップをとつておくことをお 


5JI Mhfc ■ anmf mi mhj _f fg 

■ ■ 














日 J 


レジューム機能とスビーカ音量を設定する 

実择にアプリケーシ3ンを® 5 k ! こ3ンビユータ本広の動 (Tffl 壻を設定しておきます t 


j サスペンド • 


-ム锤能の設定 


本 »S に灰アブリケーシ3ンのこ里 S50FF にすると安在の状態をメモリに保 
存し、在!?を ON にしたときに丄0«：にする 5SJ と同じ状 S で飭怍ごせることびできる 


この SUft を B® にしておくと 
»したいと思った 3* 合.ワープ C35 — 
5ます， 


二えばワープ□で文霤5作成じ 
たいと思つた場合•ワープ□を一巨終了させるここなぐ明 
す:考び電 iS を ON:， るだけで* SOfF®BR^J66、 ら作》 
3 ワープ□を2182せてファイル 5S* 込む作興を S くこと沢 


ている途中で作*を中 
を OFF にすることかで 


き、非 W こ S 和です。 

t •歡 SON®tt¥ で英®スイッチを?®したときに®源が OFF になるように投定 
されています•このとき•サスペンド•レジュームさ C る場合は•次の手期で投定を変更し 
て<ださい • 


( ニューを5示させ？:す， 




パヮ-マネージメント 



合. ewi こシステムの ekopfc したり . cptoaarai 
<して電力めえること2/でさ; tT , 

_呤88ページ） 
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Windows を起動させる 

Winders させる方2を0します:バックアップユーティリティが gfc している 
場合して一呈货了？ G て35いてくださし、 


P では、文字を入力する}•作以外の S 
、それをクリックすることで行ない3 
s . マウスのボタンを痒すことで • 

を*つてボインタを fc かした〇クリ” 


ことがで S るよぅ( 


て l \2 u Wndows を B 翻するとき【3*ここで 








o 

% 


クライ 


J 画面のボインタを動か Tl 


卜の使いかた 


a \AftndowsP マつ 


• 果た Tr クライドボイント」と ES 2 つのボタンが装さ 
スを a う dos アプリケーシ a ンで 》• これらを®ってボイ 






ここでは、实 J ? にグライドボイントつてへ y レブファイルを我ん 
でみましょう4な S 、 Windows の S し、かたがよくわか5ないという方 a 、54 ページ 




どうですか？うまく; rf インタ1^5ましたか7 

wn るまではうまく目 e *} の s 矛でポインタが ih まらなし1かもしれません仏何 s か使フ 
ているう5(こコツがつか©るように茲目壬目芒に®かせるようにな〇ます。 



外！^一麻ードポートに PS/27 ウスモ MM Vこ瑭^ふ 
rngc グライドボイント c 供止？れ .”s にそ®し; tPS^2T 
ウスが#5^して籲?作し 5r •外苗ま■一 r ー ド六一 K： キー穴一 
卜•マウスアダプタ？格在して PS/2V クス？* r した灞 





ドライプユニツトを交換する 


これらの取•: 


—ディスクドライブと CDBOM ドライブが仍属して SD 、 本 ttfiCa 
ット tfsuzrn てし v ? す • 


ドライブユニットとは • 


IニッI 

ディスクドライプと CQflOM ドライプの^0ュニプトが用霣2れて B 0 •用途によ0«! 
い分けることがで5»す,5»，》«»5•事 W こ CO « OM ドライブび R 藿ごれてい¢7、 


フ a ツビーディスク 
み出した ?)• アプリ 
ンスト_ルすると C . 


か5データ«« 
a - シ■ン％イ 




J 取り外すには 

CCCWXD.ROM ドライブユニット辨 CJR « してフ□ッビーディスクドラ 
イブユニットの場合も取9外し方*は a じです • 













: ィスクドライブの使いかた 

コッピーディスクドライブユニツトが付«さ n ています•ここ 
CSDS うときの25と、ドライブにセツトする方法！こついて 






一夕を a き込み禁止にする 


〔クに『3. S 3 つて保存してし々テータを治した0、上醫きされないよう 
上(ライトフ□テクトといす〉することがで SS ようになっていま I 

ライトプ□テクトそ行なうに a フ□ッビーディスクの■伸(金*の円篇び見えるほう)の 
一力の刀ドにある5イトプ□テクトノッチを1?^します • 




ライトプ〇テクトノッチ 



• »> 













ード各部の名前と機能 


、文；や g 号を入力した0コンピュータへ指示を行なう役目をもってい家 


>いてき?明します U 
TXTyf — 


I 酬塑]_ 


制 a キー 

によつて大5く3つに分けることができ*す。 


文字入カキー(薄い色の部分） 


主に、アルフ7ペットやひらが；カタカナ 、 B ^、 E 弓などを入力するため 
のキーです•〗つのキーに2つ以上の文宇が到り当てられており • 

の各キーと合わせて目的の文字が入 

力で5るようになつています 3 

ff メかたにつ U ては .49 ページ「文字を入力する J で3しく税明していま 
す。 


J 制御キー(灌い色の部分) 


文字入カキーと s §& 合&せて e うキーや、入力 w 
た〇するた®^—、 s < s び、コンピュータに対し 
ためのキーなどですてれ5®^-だけを使って i 
はでま tr ん a 


る位■を決めた Ofc かし 
，てコマンド法令)を送る 
Sffi 文字を入力すること 


tWctn ] □ック状»について 

キーに队丨目异 T ことに 
キ-と. H ^ n すに»し!^き C ! 


〇プク在る 


EExI 






^—^.1 







的 

❼カタ 


:卿二 
二教能しま1 


rn て l 方!^〇ソル twr すると3に貧ぃ笨す**た、 

レジ切。•え冬— PgUO / Ptf ^. MDm 0( ホーム}キ^ & XJ < I ンド涔一と I 


?承す •« 龙ば J 大文ネそード jr 文▼費入力して t 
亭 一* 舞すと•小文宇で入力することがで ， PT . 







I 霞通 ON のまま乃バーを H じると 

サスペンド•レジュームが开郊こなコているとさ 




文字を入力する 


午ーボードから文字を入力する方法について朗します a 

es •かな#字 s # システムによどび異な〇家す•ここでは， 

スト•ルされている MS^OOS Ver 62/ V に付纖されてし碭 0、 C*?Kffl 


〔卜ール2れて 
: R 明してい？ 


本 SSU ： イン 
システムを例 


ドについて 


ぺット/カタ乃 77费 

で S ません•全角の 
う必竇 が®0 事す • 


こしてその**の坎鳙でキ_ポ_ K 
? ryrm 匕 キーボー K±ic»tei 
• 全角の文字や;*字を入力するには • 


—ポードから又字®入力すると • 半角のアルファ 
r •こ ste ? n てい5找だけしか入力すること〇 1 
r るには.か〇瀰； s 痍システム ( FEPWM 0 を使 


: !•こ J キー％に?•してくだ CI 
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gNote ] 大辟/小 StT 


iPr-9Wl 
〔够で O 又 9 





















マルチメディアを楽しもう 


インストール cn てし、る wmaws と MS works,K 
よ U 本 Wfi に*覼2れているサウンド機*と (：[)• 
ROM ドライプの使いかた e どについて WH してい》 



a 






































本〇〇右供面には、マイクや外 S スビーな 7 —テ 〆 7 後 gg どを接 R する a 子び装*さ 
れています。すべてミニジャックになつてしぼすので、ミニプラグが付 U ているオーディ 
オコードをご甬# くださし U 



ビーカと 


サウンド截 tt のミキサー 

らめサクン—置、ブクン1 


• 卜〇-，戌変 1 t 2 せると PC ス t 
ノドの M ち货化し？:す • 


r 出力；？ n ます • 


• 、 V3«? ィ 
17TCCT 








» しやべ 0 ■雄 
»しゃべり Wit 



mmht> 

6藿,ゾ 


し* 


i . a 騙して w / 

卜のファイルに gen す * c とができ*す • 
ftH の：？ーデイオフアイル*ライブラリ« 
■ SfT ることができ*す • 
fry を sscR み上げることができる爾《 
時■を s « で臍み上げることびできる時計 


科■を8«で臍み上げることがで¢¢8 


トップクオッ 


チです. 

* て 


時■を ssrR み上げることができるタイ 


い；^ 7 y ： z » ▲: p 


ーデイ 
ます. 








夕 PRO ( FM シン tZ サイサ機能を除< ) と互換が 





トレイけ;^し ru かな u で * c«r 

くだれ、内》にゴミウホ⑺入〇込 机て 

んでになり« ?• の多 u 


身 

屬得するときは.レコード*ク _• 
ベンジン*シンナー ««<• 
cow 用のクリーす一を«つて〇 


CD - ROM を使う 


l ニットを艾檐？る j 


0級 U こあたウては次の tf 
鴻合 ta . 必》.コンピ3—5 


れ«いと«は 

ぼタン充籌レ T 


花〇二 —» ^ rCVV 










jCOROM で楽しむ 


ア ^^ モ ^ Bt? 



• Photo CD 

IK のディスク 


こ1008 re のフ 
るには *pnoto i 


CO 対 l & のソフトウ： z アが必 B です 


システムを拡張する 


pen - ドの愛たや,内鼴 FAX モデムの取 ow ブ 
方； i •メモリや八ードディスク*交#する方*、およ 
び•外 suiaBBoanwa こつい nsw してい》す* 


を®ラ 


2 
3.メモ 


PC 乃 一H 
内蘿 FAX モ 
モリを*»する 一- 
—ドディスクドライニ 
5外—ボードやマウフ 
6外#モニタ 5SR する 


ナ交»する . 
する 


_ 6 ^ 

. 7( 

_ 7i 

—.••••“• 7^ 

-7； 
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PC カードを使う 


本 <8には 、 PCMCW Vef 2.0 &aic 
ための PC カードス□ットを g 通し 




: .type I 


では 、 TYPE I ま? 
することす。 







カードの抜き差し 


PC 力ードは • コン 
PC 力-ドが 


ご & B 5 S しすることがで5ます* 
K > n - ドで®るのかを 8 fc 的に E 


PC カード64**2れると•どん3*!!®”一卜て•ある®かを 8 fc 的に E ■し，すぐに使 
えるよラに COST * 

なお、»雇する K は . PCT ) •ドるアプリケ•シヨンを菜行しておいてください* 
明え I ざ,モデム乃ードを ff うと e !3.» l 存^ソフトウ I アを斯します。©の IB 序では 


3バー €» D 方！* C ® ブ竄す. 


，卜霣 T •ど550051、てい ft ス〇ッ HC.PC 力一 W ) コンビ 3- 
r るコネクタてい 4J う t 劚こして•ゆ〇く 0 と•し ii*tTT •正し<#■〔 













プ S がります • 













よう•を??くと 、 PCMCU 
このような宅合に 
定を実行してください e 


;エラーメッ tz - ジ正しく S 示されないことがあります & 
P じ®•いっしょ I こやってみよう•を笑じてからモテムの沒 


f 一 卜にスエヤン S 行います A 










内蔵 FAX モデムについて 












[• 

. *• r •••.い •，• • 

?? M • *• ぐ f • 
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1するた«>のス□ッ、が搭祖さ n ています。 
ム《«〇外しと取り付けの方法(こついて s ? 明し 



j 内戴 FAX モデムを取り外すには 




メモリを増設する 

SSS には，日从⑽システムメモリびマプーボート 1に装5ごれています型 
モジユールを: TS すること(こよ 0 BX 40 M 3 までメモリを使うことができる 


△注意 

〇拡張 RAM モジ 


DiMMSOWAM モジユー. 

モジュールの装着 


ル tt 、 必ず 》« UES を使用してください • 








c 
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外部 キーポー ドやマウスを接親する 




也注意に a 必 

が賛»こなつてい 


fc してくだ 


u 蒙!^サスベント • 
こ oms ' jv ?- マ 


レジ:! 一/ 



本体* r {■の6«にある外®辜ーボ•ド:)ネクタに•外部キーボード•チンキーパッドの 
ケープル•もしくは•マイク□ソフト PS /2 マウス5*«し»す 

たキーポード T ンキーパプドとマウスは•コンビ]一夕の ®»«0 N にしたと 
S に Bft 的に!* *2 れます • 


使用時の注肅 

PS /2 T ウス 

的に使えなくな0ます，また5 


二®え? K «0 ます，. 
，た場合は•内理クラ- 
S 、 PS /2 マウスで 6- 


，夕1こ*«した場合•巧 
-ドマウスアダプタ? 
名/2マウス 

でサスペン 


•巧88クライドボイン N 3自動 
7を®用して PS /2 マウスを格 
<こ使うことがで5ます • 

ンド•レジ3—ム、およびグラ 


- 


•ドマウス SW 5? ダプタ 

5^-.r-swwc. 

，フタ* B& ，ーボードと7つス 

す:冬ーボ • W>»»C はマウス* 7^ 
卜 t 鬌 R してく 


9^99 r^tJ 


H ^ ej 外»テンキーパ，ドを使う 

M テンネーパ:，ドるこ百»に MKt 


] ンクを O ^ P •外»，ンキーパット 
<TSrtvws.fwr^s«».：: 
-卜せンタへ WIL '^ Dt ? くだ^ 















|| K>: __ ク .5 T ぶ 


w ■^S 




続する 


るための:)ネクタが s 偉されてし、ます，このコネクタに、 
チティスプレイを SK すると J 024 x 768 ドツ 








システムコンフィグレーションの設定 


本 Sffi て!3•コンビ：！一夕の*か： BSSS が S らかじめコンピュータ 
されておにしたとみ込まれるようになつています s ここで 
の较定を変える万 S につ(バて表男一袤 T ， 












《二：•下には班在の sews ® — m が ft 示されてい 
求す目は [^1 を！•してから^本一でメインメニ；！ 一？遺ひ*#-を?•すとプ 
ルダウン式に表示 cn るサブメニューから aw ? し* ▼• fits 示さ n ている#分び kb 
bir さ nr いる ms です • 































Passed for 3 c«hjo 
P assword for SCU Oa 


ユム aw 

1 ムコンフイグレー 5 


B>asm 



/!\gs ノ a ワード tt メモを B るなと•して忘れな tw ： う C してくたでぃ〇忘れた場合は、ソー 
テックテクニカルサ索一卜 tr ンター袤でご»8 くださし、 



lMemolvl -[ L 2 
W (こ必饔がない S 
テムの$運スビ • 


i リを使うかどうか校定す2 

1 Cache EnaWel 1次キ， 
? Cac^eEnaWel 23^- 


•キャッシュメモ！ 

[M©moly]-[Ll 

Enatfel 23!¢ャッシ3 

パ®りキ r ッシュは并 2 M こしてくだごい r キャッシュを祭止するとシス 
L ビード0=* くな DS す • 



iDlsksJ-lHsrd Disc) 

八ードディスクドライプのディスクタィプ S どを B 定することができます • 

八ードディスクドラィブした*合！^この S 目を遘 S して沒定を住み込ませる 
必要があり g す* また. ro * s < Type j は常に rAutoOJ に段定して J 5 かなくてはなりま 
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i COM ボート* W ? する 

IComponentsl-ICOM Ports ] 

シリアルボート ( COM 和は,〇0»^<茨8)に,内» : /0(モデム«1^爪31 MoTCm ) は • 
COM 2 I 2 F 8) に！^しておき 5 す•撕 7 るアブリケーシヨンによ0、変更が必要なと 



r - ドの肢 

- PTl (378 n ) に设5して E 5 ます.*珥するアプリ 
必醫なと5は LPT 2 にることができ家す*動作モー 
( PS *2> J に技定して J 5 C 家す • 


ケーシヨンによ0、*¢が 

ドは .awrBidirectional 


•キーポ_ドの働作する 

( Comoonentc |- jK 0 ytx)ard ReoeaiJ 



冢での SUWI を 
での BB で HS で C » 




( Compooent 8 HKoytx)ard Numiockl 

システム K 動的にキーボードのナンバー a フク*1*5菁功にし*す _*«) からテン 
キーパッド S 使うと S は有功にして》8»す* 



外 B シリアルマウス5»用するた¢>1こ•内®プライドボイントの®用®*止すること 
がで C * す • 
















2 ノ 


パワーマネージメントの設定 


rS： えるた抑パワーでービング播 5E や•アプリケーシ3ンの S 
行中(こ SJS を OFF に T るとをメモリ(こ®存するサスペンド•レジユーム概菲 
が? SB されています•ここでこ n らのを行なう方£について說明します， 



ノの ーメネージメントと S •パワー tz —ビング微^ブスベンド • レジュームI!能を拉定 
したり、55の設定を 5ES するためのプ G グラムです A 

ここでは•次のような SfSO 5 行なえます e 



サスペンド•レジュー 
カバーを团じたと5の働作 5 EE す 
ビデオモニタ 1 J ングを B 違する 


-るい93ベ- 

93^-シ） 


バクーマネ—ジメントそ»了させると 
システム;され袤す：このとき、； 
やデータ331失し家すので、> C フーマ:？ 
のデータ《セーブしててください • 


した内«有»に 
上に存在していた 


するために白«的に 


j メニューと搡作方法について 


メニューを表示させるには •• 


パワーマネ- 
このプ□グラ 


.メモリに芎駐し r いるプログラムです。 

フラムを g® させる(こ S、MSOOS® プロンプト«>»が S 示されてし)る伏!5 
ど:キーを日吳こ赛します： 

5か E1D してか53、パワーマネージメントの設定は行なえません。必 
ず Windows を B 了さ:?てからこの?)を行なつてくださし、 


操作方法は… 

商面の一*上にはメインメニューが SCK 下に13袭5の沒 5WSO-I5 が5示さ ri てい 
ます。5_定項目は:^]を《してから3£=?—でメインメニューを選び、を押すとブ 
ルタウン3；に表弓されるサブメニ::一か5遘??しま T。 反 ES 示芑 n ている部分か現在 
S 択 C れてし vsts 目です， 
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【Save 





^ #. - c • r 11 L w^9 4 •1 % i 

•• ^ \ I 1 * 置 一 i < l • 明,*^.， ▲ T 


^ T # 1 > f% & 


















j 各種の設定を行なう 







ハードディスクの電 S を OFF にする 

[Pow«r]-lCu$tomt2el-(D»sk Timeouil 

一 S 有«キーボードからの入力がない^八ードディスクが IBff してし《し^8合•自勤 
的に八ードディスクの電 S 50 FR こする fl « E です•このとき八ードディスクのは 
切れ*すが、システムの ftrt は BR していま T •谇颺31分から16分の明で K 0 E しま 


ルスタンパ* 

I-(Custom 


月を OFF にし* 5 


mizej-lOoOal Timeout 1 
«塚金1して tvcu 亡した瑭6. 
•システムの_作は停止し • デイス • 
します•キーボ-ドし?； C 


tU ティスブレイ#示も满え5す •WWW 
ド Sfl した d スティックボインタを I •作する 


とク a - yu レスタンバイ C 5_ i »2 n * す • 

パワー tr _ ビングモ_ド 《wrr る 

(Powerl-lLow Power Savtr 名 1 
JPowerUMeo^n Poh^ Saw\g| 

JPowerMHign Pow Sav^l 

r クロックスピード jr ヂィスプレイ ttsjr 八ードディスクの wiu の 3 つを*とめて設 
3 P することがで S * す • 







作察を) &«> ると 5 にもファイルで « 





A 注童 lco カバー tM じたで使 w すは内 aw > •がこちよう cm しの 
■いところでご•用ください肩 flfcl * が上肩し T きた囑愈•龜祕作 ■»■«!« 
し•システムの■►作が通く «0ます•この場合、電霸蹇 OFF にして邐壓が營下する» 
で#«しないでください。また, LCO カバーを M じたま MW した象 



• ビデオモニ 


を投®す i 



ると 5* アブ U ケーシヨンプ□グラムによつては、こ 


Monitor Video Activity 】 

/、AutoSuspend といつ;ワ —tr ーブ IMSSfff 
の餐 ft を粒してし汤方 f 


I してい 
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画面の解像度を変える 

本®8に U , 裏解像 

■*800 x 600 ドット 65.536 色で断することがで C * す •WWnMTftB 文 T ワ 
イズで a 示 Ct ? ると S は、ディスプレイドライパを K * し 



紐 


^ »«ハードク I アの変更；を ap し末す • 




スプレイ*霞*るには 
〔“ *©螫_1と < CRT .> LCO > 


なお AW* ホの MaixDiia 牙 fflK^yon の霤 * 
otic siir^WKn 易た軋 下 v る蹋 

d び<59,す • 
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r デノスフレイこの^^ Q : こボインタを sc せてクリックするとモードか8??できるよ 
うにな0寒す•以下のテイスブレイドライノ WW ? で5ます《 



シ外 





















S3 


洛 aw ways コマンドで！*， 
，ー ドモ_ サズートして V 竦 
3必獲か«る賺含には VGA ヂイスプレ 


法 VGA， イスプレイドライバか. 80 Ox 



芝 flStH をクリックし 
グラムマネージャから 


いる&のを S 使いくだ 







CONRG.SYS の設定を変える 


ご II 用に®る ■：• に®わせて fCONFiaSYSJ の!! » r «# 史してメモリの肩賛5抑える 
ことによ〇快遍《勤作爾壎を锷ることがで e » す•な fl . rcoNFiGSYSj で#わ fir い 



D8VICE-C: 

D8VICE-C: 


¥»S¥2HH3B6. 

VDDSVBMM386. 


EXE NOEMS X-D000-D7FF 
EXE RAM X-D000-D7PP 



—シヨンでかな*宇変換を使う*合 


DOS ア 

DOS アプリケーションでかな5字変換を使う壤合 M & DOS 用の MSWEfr な36?¢ 
8 W ) デバイスドライバを S み込 G 必ります。以下の 2 WW 5 »dEMJ を刹 R し 
てください • 


r 8 る 


REM DEV2CE_C : ¥D0S¥MS1MEK.SYS /A1 

R£M DSVICE*C:¥DOS¥KSIME.SYS /DC : ¥DOSVMSIHER.DIC 
DC : ¥DOS¥HSIKE.DIC /Cl /N /A1 


PC カードを使用しない場合 

PC か-し机壩台は、その BM ド5イパを D - ドしな L はうにすることがで S , 
その分メモリ 04 TW です • WH こ示行の fiMMREM を Ml してくだ(?ぃ， 


m DEVICES 
DKVICErC 
DEVICB^C 
■I DEVICE«C 


¥CARW ： Z¥CS.EXK 

¥CAPEWIZ¥CSALLOC. EXE C:¥CAPDWIZ¥CSALLOC. INI 
VCARWIZVCARD1D. EXE 
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ESC/P プリンタを DOS で 使用 しない 場合 

ESC/P ブリンタを MS-DOS 上でせず •WInctows 上でのみ使均する«合はプリンタ 
用のドライパ:忒不5で了,行雄に REM を •£：£! してくだ2い • 




トラブルが起きたら… 


















































































記®しています 



バックアップディスクを作成する 


ソ 




に付靄している • MS^OOS や Windows、MS Works . および.各樋のュ- 


‘およ t 
•ルさ》 


ティやドライバは内 KA —ドディスクドライプにインストールされています A 
万が一何らかのトラブルや3»ぴ努三して • これ5のフ□グラムを与インストールする 
必 5 が@2たときのために、フコッビーディスク 1 C ； (ックアップをとって S くことをお 
助めします*また • Windows で®用するプリンタを B 定すると S (こもパックアップされ 
たテイスクが必蓁になり求す， 


パックアップディスクの作®！こは 、2 HD タイプのフ□ツビーディスクか必 E です。バック 
アツブ作*を桃る！!に用還しておいてくださし V 〖フォーマットされていなくてもか》 



付属 ラベル 2HD フ□ツビーディスク 

S へ H 














卜やドライバの再インス 








• AT ^ ^ %* / * 、• • /fy -t r %■ k wl 


鲨〇霉 *^| 



c : パ.::.ふ•： 

j^2^ESS^^ t _ 



lAVRSB は 

ン相綱を SCDC 5 


以〇たい乃 
トアップガイド JSC ®« 


ycMu,^ 

S 62/ Vtrr ^ 

VT は. C 5 ちしくはソ_テックテクニ 
: BQ いき〇せくださし、 





癱必黌 8 ディスク MS Windows 3 . It ? ツトアップディスク《 2 校 


このれ* J.MS OOSCD プ□ンプト ( C:¥>^R 示さ HC いる坎釅から 
閑インストル方法の W しし 4 WB は， jncorwcroscrft Windows & MSOOS ]- ブー 
ズガイ KWrWnawsG ットアップと Windows の丹インスト— 1 /の:れて 
い S すのであわせてお R みください • 



本 »*« .コンピュータ〇 
である APM (アドバンス 
方法の W ? では スタ Z 
r コンビ a •夕 j の 〇目で 
大蝙に10える こ 
疋にな：) r います. 


ンビユ_クの性*を a と c ず《資電力を抑又るた®に®〇決められた*格 
I アドバンストパワーマネ_ジメント> をサボートしています•インストール 
?は rn スタム tz ットアップでインストールする j を»#?し*システム m 罐の 
夕 J の: B 目で fMS-OOS with APMJ を® « してくだ CU •アイドル » の ifl 
SCP えることができ S す“出 fl 時インストール:■みの Wodows はこの» 


^们〇〇^名を最*なで fe 作させるためには、ディスブレイドラ/ 
とオーティオドライバ《呤114ページ>の再インストールが必 
また，お S いのフリンタ穹两のドライバが必8な«合があります3 


12ぺーシ*) 





，か ndcwvs 上から行なう方法と MS * DOS 上 



河らかの涅甶により •WnBow Quattro 用のドライ； CW 9 W ) ものがインストールされ 



たい笫， s 色》文字サイズのドライノ泛選衣して. 5】キーを押します • 



もし希3のドライノ W 見つからないと5は•ディスフレイドライバディスクを 
イスクドライブにセフトし,£0キーで【その危(ハードウェアメーカー尤 
イスクび必を3びます s 



WIN と入力して孑キーを斧すと、»?ご吹テ<スフレイドライノ CTWrtD * s がします 








•必響〇ディスク MS Works ディスク4« 


このびインストールされている状■で行い隳 LWndowsO ^ だイン 
ストール？ n てぃ«し vt きは先にインストールしておいてく；； 2 U 

甬インストール方法の»しぃ綱は•付*の rws Works ユー tf - ズガイド J の •Worts 
のセツトアツ： T の®目をお8!*ください • 



ドライ/ crPMEXT . SYSj は • サスペンドレジューム《行ったと e に発生 y る時 
n のず nsa 正するための w 用デバイスドライパで•箱に£«!两に実行されます. 

リフアレンスディスクに入つている rPMEXT sysj « 八 一 I 
レクトリにコビーして • rcoNF » G . sYsj に ea し求す • 



3 copy コマンドで . rPM£XT.svsj «c ドラィブの ruiiu ディレクトリ Cl 〕 ビーします。 
C ： V>COPY A:¥ir?IL¥PMBXT.SYS C:¥UTILW • 


4 


C0PV3 マン r 
クトリに 3 ビ ー l 


: AUTOEXECBATJ と 


C:V>COPY A: 
C:¥>COPV A: 


VAVTOEXEC.DAT 
SYS C 


rxxxxx 蓍上■き 


VCONFIO.; 
し * すか 7J 之 


C:¥@ 

;¥lg 


して®キーし 


r シス？ムを再 gfc します r 

























わったら[インストール]をクリフクします C 
















小文 T そード… 

u ント a —ルキー 














W 角/金角卑_ 


V BTTTj 







L: SH 
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